
知的障害教育高等部部会

研究主題

「知的障害養護学校高等部における教育課程の類型化の在 り方についての研究」

研究の概要

知的障害養護学校高等部は、養護学校中学部か ら進学 してきた生徒 と、中学校の心身障害学

級や通常の学級を卒業 した生徒で構成 され ている。そのため、高等部になる と生徒の実態が多

様化 し、障害が重い生徒の発達段階や特性 に応 じた指導の充実 とともに、知的障害が軽度な生

徒の能力 ・特性を最大限に伸ばす指導が必要であるよ うに、指導の在 り方において も多様性が

求められている。

本部会では、このような知的障害養護学校高等部 の現状を踏まえ、生徒の障害の状態、特性

及び進路等に応 じたきめ細かな指導を行 うために、教育課程 の類型化の在 り方にっいて研究開

発を行った。

1研 究のね らい

知的障害養護学校高等部は、社会全体が少子化の傾 向にあるにもかかわ らず、生徒数の増加

が続いている。中学校の心身障害学級や通常の学級か ら進学 してくる生徒の多 くは、知的障害

の程度が軽 く、障害の多様化が進んでいる。

障害の重度 ・中度の生徒 においては、集団参加や福祉 ・企業就労を 目指 した教育が求め られ

るとともに、障害の軽度の生徒においては、社会参加 と自立を目指 した職業教育の推進が求め

られている。東京都は、専門教育を主 とす る学科 として南大沢学園養護学校 に産業技術科 を、

青鳥養護学校に都市園芸科 を設置 し、職業教育の充実を図ってきているが、応募生徒 も多 く、

職業教育へのニーズがある全ての生徒 に対応 できない状況がある。

また、高等部の卒業生にかかわる社会情勢は、景気 の長期低迷による不安定な雇用情勢が続

いている。産業構造も刻々 と変化 し、新たな職域への対応が重要になってい る。

一方
、障害者の社会参加 の在 り方では、ノーマライゼーションの進展 とともに多様化 し、障

害者の自己選択 ・自己決定 ・自己責任 といった主体性 の確立の支援が求め られている。

このような中で知的障害養護学校は、従前か ら、学習グループを工夫 して指導を行 ってい る

が、生徒の障害の多様化や ニーズに十分に対応できていない面もある。教育課程においては、

重度 ・重複学級 と普通学級 の教育課程 を編成 し、生徒の実態やニーズに応 じた指導 を行ってき

たが、生徒一人一人の実態やニーズに応 じていくには、さらなる教育課程の工夫 が必要である。

現在、教育課程 を類型化 している知的障害養護学校 は3校 あ り、教育的な成果 をあげは じめ

ている。本部会では、 これ らの実践 にならって教育課程の類型化を しよ うとしている学校のた

めに、教育課程の類型化の在 り方について研 究開発をす ることをね らい とした(図1-1参 照)。

㎎ 【職業学科の設置年度】

都立南大沢学園養護学校産業技術科=平 成8年4A設 置

都立青鳥養護学校都市園芸科=平 成9年4月 設置

【類型化実施校の実施年度】

都立板橋養護学校=平 成15年 度

都立中野養護学校=平 成15年 度

都立南大沢学園養護学校=平 成16年 度
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養護学校を取り巻く社会情勢

【経 済状 況の現 状 と変化 〕

・不況、景気の長期低迷

・産業構造の変化

・不安定な雇用情勢

職業教育の充実に 対

【社会 福祉 の現 状 と変化】

・福祉作業所の慢性的な不足

・障害者就労支援事業の設立

・地域生活支援緊急3ヵ 年プラン

の推進

・グラン ドデザイン案の提起

多融 面髄 設等の繍 様 々 な

・支援費制度等の活用

【核家 族 、 少 子化 、都 市 化 、

情報化 の進 展】

・地域社会、町内会組織の活力低下

・勤労体験、異年齢の交流体験など

多様な生活体験の不足

・価値観の多様化

・新しい情糧メディアサービスの

開発

【養 護学 校高等 部が抱 え る課題 】

・ 障害の重度 ・重複化、多様化

・ 在箱生徒数の増加

・ 卒業後の進路の多様化

・ 企業 ・関係機関等との連携強化

・糀業 国 充実

個1の 教育支援計画」

「個別移行支援計画」の開発

個別指導計画」の活用

特別支援教育」への取組

, ・ ・す る新 た な 組

生徒一人一人に応じた新たな教育課程の創造

・教育課程の類型化の研究 ・開発

・重度 ・重複学級の教育課程の改善 ・充実

・普通学級の教育課程の改善 ・充 実

・職業学科 における教育課程の研 究 ・開発

(図1-1)

診)Q・ 「鞘 課程の類型化」「職辮LI「 ・一ス制・囎 課鰍 上の違・'は何ですか・
A.・ 「教育課程の類型化」は、入学 した生徒の障害の状態、特性に応 じて、類型に関する

教科 ・領域を中心に学習するものです。
・「職業学科1は 、学科ごとに生徒を募集 し、専門教育に関する家政、農業、工業、流通 ・

サ…ビスの教科を中心に学習するものです。
・「コース制」は、コースごとに生徒を募集 し、コース関連教科を中心に系統的に学習す

るものです。

ll研 究 の方法

知的障害養護学校高等部の教育課程の類型化の研究開発に当たっては、実施校3校 の実践の

成果や課題を整理 し、類型の設定方法及び手順、配慮事項等の検討を行い、類型のモデルを具

体化 した.、
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皿 研究の内容

1教 育課程の類型化の意義

(1)教 育課程の類型

教育課程の類型については、盲学校 、聾学校及び養護学校高等部学習指導要領 において、

次のよ うに示 している。

選択履修の趣旨を生か した適切な教育課程編成

教育課程の編成に当たっては、生徒 の障害の状態、特性及び進路等に応 じた適切な各

教科 ・科 目(知 的障害者を教育す る養護学校においては、各教科。この款及び第6款 に

おいて同 じ。)の 履修ができるようにし、 このため、多様 な各教科 ・科 目を設け生徒が

自由に選択履修す ることのできるよう配慮す るものとす る。また、教育課程の類型を設

け、そのいずれかの類型 を選択 して履修 させ る場合においても、その類型において履修

させ ることになっている各教科 ・科 目以外の各教科 ・科 目を履修 させ た り、生徒が 自由

に選択履修することのできる各教科 ・科 目を設けた りす るもの とす る。

(盲学校、聾学校及び養護学校高等部学習指導要領 第1章 総則第2節 第4款 の1)

つま り、類型を設 けた教育課程の編成は、数種類の教科等の望ま しい配列をい くっか設

け、それ らのいずれかを生徒に選択 させ るものである。それ ぞれの類型を構成す る教科等

は、その類型の 目的 ・目標 に即 した共通の性格 をもっているものである。

教育課程の類型を どのように設定するかは、生徒の障害の状態、特性及び進路等に応 じ

た適切な教育課程の編成 となるよ う各学校 において工夫 して決めることとなる。

【障害の状態や進路を考慮 した教育課程の類型例】

(ア)職 業 自立を目指 し、職業教育を中心に した教育課程

(イ)働 く習慣 を形成す るため、作業学習を中心にした教育課程

(ウ)自 立を目指 し、 日常生活の指導や 自立活動 を中心に した教育課程

(エ)基 礎学力の習得 に重点を置 く教育課程

(オ)情 報又は情報処理にかかわる教科 ・科 目に重点を置 く教育課程

(カ)芸 術系の教科 ・科 目に重点を置 く教育課程

〔東京都立盲学校、ろう学校及び養護学校高等部教育課程編成基準 ・資料ppl4・15)

(2)教 育課程の類型化の意義

知的障害養護学校高等部においては、生徒数の増加 とともに、生徒の障害の重度化や多

様化、生徒 ・保護者のニーズの多様化等で、従来のグループ別指導では対応が難 しいケー

スが増 えてい る。特に、障害の状態及び発達段階が異なる生徒への教科指導や生活指導、

進路指導等においては、生徒一人一人に応 じたきめ細かな指導 となるよう、教育課程の改

善が求められている。
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例 えば、障害が重度の生徒に対 しては、 日常生活の指導、生活単元学習等 を中心に、身

辺 自立のカをはぐくむ ことが求め られている。また、 中 ・軽度の生徒に対 しては、教科や

作業学習を中心に、社会生活に必要な基礎的な知識や、働 く意欲や態度、技能等の育成が

求められている。生活指導、進路指導において も、同様 な課題があげ られ る(図 皿一1)。

教育課程の類型化は、その ような生徒の障害の状態や発達段階、特性及び進路などに応

じた数種類の教育課程 を設 けるものである.ま た、それ ぞれ の類型を構成す る教科等 は、

その類型の 目的 ・目標 に即 した共通の性格 をもつため、教育課程 の類型化は、一定の計画

の下に系統的 ・組織的に教科等の指導が実施できることになる.

職露
編議
噸1鐸磯輝

中学校通常の学級

中学校心身障害学級

養護学校中学部

寛漣
の課題

縄爵の課題
ドヰハドキ

謡.盛

縄艦

翫

聯

鞭
,

灘

生活指導の課題 灘
纏 臣

教科指導の課題

鱒

進路指導の課題

類型 ごとの

わか りやすい 目標設定

類型 ごとの

目標に応 じた授業の展開 編繕
.聯 幕攣

響 嚢鵬鞭鷹鑛

課題整 理で

気 分ス ッキ リ!

円標 目指 して

頑 張ろ う!

卒 業

脚 轟 鞭 趨蹴 畿 舗霧噸 織 灘 羅夢

企 業
職業訓練校

就労支援事業団
専門学校

福祉作業所

更生施設

(図 皿 一1)
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また、職業教育の充実においても、その効果が期待できる。現在 、青鳥養護 学校に都 市

園芸科 、南大沢学園養護学校に産業技術科の 「職業学科」を設置 している.し か し、入学

できる生徒には限 りがあ り、普通科においてもさらなる職業教育 の充実が求められている。

そのため、生徒の進路希望に応 じて教育課程を類型化 し、職業教 育の充実を図ってい くこ

とが重要である。例えば、職業 自立を目指 した類型では、教科 「職業」において、職業選

択に向けての塞礎的な知識や、職業人 としての働 く態度やマナーを身に付ける指導に相当

数 の授 業時数を確保 して指導す ることになる。

さらに、課題に応 じた学習集団を編成す るこ とに より、効果的な指導が可能 となる とと

もに、指導計画の作成やそれに伴 う教材の作成が容易 にな り、生徒一・人 一'人の課題に応 じ

た教材 作成が可能 となる(図 皿一2① ②)。

(図皿一2①=多 様な生徒が在籍する学級)
へ7-一 一 一 一 プ'＼ 、

隙
篭 ・

!

〆
＼

瞭

ム層〉

㊥

類型化 した教 育課程 を編成 す る前1

様々な発達段階の生徒が学級 に在籍 し、

くの種類 の指導内奪や教材(☆ △O)の2tll

備 に追われることが多か った(上)。

(図 皿一2②=類 型ごとの学級)

羅

廟

灘

.圃團

類型化 した教育課程を編成することで、

生徒の障害やニーズ、課題等に応 じたきめ

細かな指導や評価 、教材や資料の準備が可

能 となった(右)。

團圃
Q,作 業班と類型化はどう違 うのですか?

A.作 業班は、作業種 日ごとに設定 した学習集団です。

この場合、教育課程は同 じであり、類型とは言えま

せん。
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2類 型の設定方法

教育課程の類型 の設定は、生徒 ・保護者のニーズを受け とめる とともに、生徒の障害の状態、

特性及び進路等 に応 じて適切に行わなければならない。そ して、それぞれ の類型 ごとに生徒の

爽態に即 した指導内容 ・方法及び指導形態を整えることが必要である。

知的障害養護学校高等部の教育課程の類型化例

① 自立を目指 し、 日常生活の指導や 自立活動を中心にした教育課程

② 働 く習慣を形成するため、作業学習を中心に した教育課程

③ 職業 自立を 目指 し、職業教育を中心に した教育課程

3類 型の具体的な内容

現在、養護学校高等 部では、普通学級 と重度 ・重複学級の教育課程 を編成 している。今後、

障害の状況や生徒及び保護者のニーズに応 じた教育課程の編成を考 えると、 さらに、細か く類

型化する必要が ある.ま た、高等部 として卒業後の社会参加 を目指 して、適切な進路決定がで

きるよ う配慮す る必要もある。そこで、高等部卒業後、社会参加す るカの育成に重点を置いた

教育課程の類型例 を次のように考えた、

類 型 の 設 定 例

身辺 自立がまだ十分ではなく、 日常生活の指導、生活 単元学習、 自立活動等 を中

心 に、基本的な生活習慣 の確 立や、集団参加を 目指 した 自主的活動、生 きるカ を育

成す る教育課程

福祉就労及び企業就労の可能性を追求 し、作業学習、生活単元学習、教科等を中

心に、幅広い体験的な学習を通 して社会性を育て、職業生活に必要な基礎技能や態

度を育成する教育課程

C類 型

企業就労を 目指 し、作業学習、教科 「職業」等 を中心に、企業と連携 した就業体験 を

通 して、職業生活に必要な能力 を高め、積極的に働 く態度等 を育成する教育課程

箋

巌

嚢

聴ぺ・、,x、N㌔ 四 購 燐 騨 ミN畿 ・、tXl、灘 鹸.獣 螂 こ、き、子織 軸 戴繭 ト,・韓.誤 輯黙 繕 、'w」 、 x蹴 輯1寸 聾 こ㌦醤 舜 ・爵 さ凝鹸 等猷、叫t・tミ・ミ幹・'
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軽欝醗 ド

愈騨
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(1)類 型ごとの学級編成の意義と方法

効果的に教育課程の類型化の指導 を行 うには、認可された学級数の中で、類型 ごとの学級編

成を行ってい くことが大切 である。その理 由として、以下の ことが考えられ る。

ア 学校生活の基礎 としての学級の役割

生徒は、生徒同士で共通の 目標をもって学校生活を送ることで人間関係 を深 め、互いに

啓発す ることができる。 自信をもって自己表現するな どのコミュニケーシ ョン能力の育成

においても同様である。また、進路に関 して関心を高めた り、社会参加 していく意欲を培

うことにおいても、こうした生徒同士の関係 が重要である。そのためには、学校 生活の基

礎 となる学級を類型 ごとに編成することで、生徒の関心や課題に応 じた指導を 日常的に取

り上げることができるようになるとともに、生徒相互 の学び合い等を基本 としたホームル

ーム活動等 を、計画的 ・系統的に指導することが可能 となる。

イ 学級担任の役割

学級担任は、学級の生徒の実態や保護者のニーズ等 を総合的に把握できることか ら、生

徒の実態や進路希望 を類型の指導に活かす ことができる。

例えば、身だ しなみ、清掃、言葉遣い、食事マナー、栄養、健康、余暇利用、交通機 関

の利用など、社会参加 に必要な要素は 日常の生活のいたる ところにある。類型 ごとに学級

編成することにより、学級担任は、生徒の日常生活の実態を的確 にとらえ、家庭 と共に指

導することができる。 また、担任が中心 となって、教科担任 と連携す ることによ り、 さら

にきめ細かな指導 となってい く。

診)Q頗 型ごとの学繍 をす、謙,よ どのようなもの醐 られますか?

A.教 育課程を類型化 しても、それぞれの類型で学級編成を しなければならない規定はありませんが、

よ り効果的な教育課程の類型化による指導を実施 していくためには、以下の理由等で、類型ごとに

学級編成を行ってい くことが大切です。

①学校生活の甚礎である学級を基盤 とした学校生活を組織できる。

②学級担任が生徒を十分に把握 して指導に当たることができる。

③生徒、保護者の信頼関係を深めることができる。

(2)類 型化における指導の方法

類型 ごとの担任集団に よって授業をすることは、学校生活全般を通 して、生徒の実態を把握

でき、生徒のニーズや進路に応 じた指導が期待で きる。

指導形態は、各学校が設定 した類型や生徒数、施設設備 によって異なるが、作業学習におい

ては、生徒の実態をよ り的確 に把握 して、その成果 を現揚実習等に反映できるため、類型 ごと

に作業種を設定 し指導 してい くことが効果的である。
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③ 類型化による指導内容の違い

類型 ごとに必要な指導 内容を具体的に整理す ることで、一人

を編成す ることができる。

人のニーズに応 じた教育課程

観

'

田

{福 祉・企叢

・講!

一

樺蝉

・㌧1瀦噸 購 鱒 間
纏'

:鳶 類 塾"

企業就労を謝 型側

,欝 響

簸1避議禽
醸簸'数 掌

轡
、、灘 　

生徒一人一人のニーズに応 じることのできる教育課程の編成

図皿一3:類 型化の教育課程のイ メージ概略図
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(4)類 型化 した指導内容の具体例

各類型 のね らいの実現には、類型 ごとの教科等の指導内容 を具体 的にす る必要がある、

A類 型 B類 型 Ci類 型

集団 ・社会参加 を 福祉・企業就労を 企業就労 を目指す類型傷

目指す類型例 目指す類型例

国語 国語 国語
・聞 く、 話 す ・意思伝達、 目的 に応 じた表現 ・文章の読み取 り、書 き取 り

(物語の理解 ・要求 の表現)等 (日記 、作文、実習報告会)等 (濃字検定 、履歴書、敬語)等

数学 数学 数学
・形 、 色 、 大 き さな どの 分 類 ・時刻 、買い物 などの支払い ・金錨 に関す る実務

(具体物 とのマ ッチ ング)等 (買い物 、計算)等 (買い物 、生活 費、暦)等

生活単元学習 生活単元学習 理科
・温度 、 照 度 、季 節 の 変化

各 ・校外歩行 ・社会体験 (電化製 品の仕組み 、取 り扱い)等

(歩 行 マ ナ ー 、 信号 、 標 識) (社会見学、就業体験) 社会

教 ・交通機関の利用 ・地理 、交通機関の利用方法 ・交通機 関の活 用方法

(電 車 、 バ ス 利 用 の マ ナ ー) (切符の買い方 、利用のマナー) (時 刻 表 、乗 り換 え、 経 路)

科 ・パ ソ コ ン ・パ ソコン、携帯電話の利用方法 ・法律(権 利)等

(教科指導の ソフ トの活用) ・進路学習
英語 ・情報

・進路学習 等 ・パソコンの活用方法

等 ・イ ン ター ネ ッ ト、 携 帯 電 話 の 利 用

マナー 等

職業
・進路学習

・就業体験 等

道徳
・健全な人生観 の育成 等

'"

、蕉
農耕 ・陶芸 ・リサ イクル

等

縫 工 ・紙 工 ・食 品 加 工

木 工 ・園 芸 ・窯 業 等

ビル ク リー ニ ング

事務補助 ・介護福祉

業 ・作業工程 の工夫 、拡大 ・作業工程の工 夫

サ ー ビス ・流 通 等

・企業 との連携

騰
{冶具の活用)等 (用具、機械の使 用)

・作業種の選択 等

・外部講師、専 門家の活用

・資格取得 等

習

図皿一4
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4類 型設定の配慮事項

(1)教 育課程編成について

類型化 した教育課程では、各類型のね らいに応 じて、教科等やその授業時数 を設定す る必

要がある。平成15・16年 度 の実施においては、類型間の差異を3年 間で週 当た り24単 位時

間程度設けるように示 されたが、平成16年 度の教育課程説明会においては、3年 間で週当た

り18単 位時間以上の違いを設けることとされた。今後、具体的な数値は変わる可能性はある

が、類型 のね らいに即 して教育吠程を編成することが重要である。

(2)開 始学年につ いて

1年 生より類型開始モデル

入学町から生徒 ・保護者が目的をもちやす く、類型ごとに1年 次から生徒の進路を見通 した教科 ・領域等の指

導の時問が確保することができる。

入学前

》叫
一

嵐

瀾

》

0

華

置

様々な生徒が入学

多様な障害特性の生徒集団

本人 ・保護者の多様なニーズ

多様な入学前の経歴

3年 間を通した類型化した指導

類型の特色に応 じた指導効果 と成長が期待できる。

F鰻
縢
鎌

憲. 賦

・ 時間をかけて類型のね らいに応 じた指

導が展開できる。
・ 類型のね らいに応 じて基礎か ら段階を

踏んだ指導が実施できる。

2年 生 よ り 類 型 開 始 モ デ ル

生徒の日常生活や学習課題などから、教員が生徒の実態を把握 した上で、生徒の類型選択を指導することがで

きる。

2年 間で週当たり18単 位時間の違いを設けるには工夫が必要である。

入学前

入

学

多様な生徒の入学

談
多様な障害特性の 擁走集団

本人 ・保護者の多様なニーズ

多様な入学前の経歴

1年 生

高等部生活の理解

自己理解 ・

課題の整理

生徒にあった

所属類型の決定

2・3年 類型化指導実施

の

学年の集団づ くり

午校生活の見通 し

自己理解

あった類型への所属

個々のニーズにあった

指導の展開
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類型化の実施学年は、現在、1年 次よ り開始されている学校 と、2年 次 より開始 されてい

る学校 との二通 りがある。(1>の よ うにね らいに即 して教育課程 を編成す るに当たっては、生

徒の障害の多様化等の知的障害教育の現状か ら、なるべ く早い段 階か ら実施す ることが望 ま

しい。

1年 次か らの実施 に当たっては、中学校や養護学校中学部 との連携、事前相談での実態把

握の工夫、「個別の教育支援計画」の活用等が必要である。

しか し、類型決定に当たっては、十分な生徒の実態把握が不可欠であることや、保護者 ・

生徒 との共通理解 を図 る準備期間の必要性等 もあ り、2年 次か らの教育課程の類型化 を実施

している学校もある。

(3)類 型の決定について

どの類型 に所属す るかの決定に当たっては、生徒 自身又は保護者の参画を図ってい くこと

が望ま しい。そのためには、各類型のね らい ・指導内容を十分に生徒 ・保護者 に説明 し、そ

のニーズや要望等を確認す ることが重要である。

また、判断の要素 としては以下の事項が考えられ、生徒や保護者に判断の根拠 を明確に示

すことが大切である。

日常生活における実態

(中学校資料 ・

個別指導計画等)

生 徒 ・保 護 者 の ニー ズ 、要 望

(ア ンケ ー ト ・面談 等)

弓

発達診断検査

(社会生活能力検査、

知能検査等)

類型の総合的判断

発達診断検査等を行 うに当たっては、高等部 とい う生活年齢 を考えると、これまでの生活 ・

学習経験で獲得 した社会性 と認識の発達は必ず しも一致せず 、他 の検査 との併用が望ま しい

と考 えられ る。発達診断検査 噺 版S・M社 会生活能力検査等など)の 実施 に当たっては、生

徒の生活年齢を考慮すると、検査の対象年齢 が成人まで含まれている検査が望ま しい(田 中

ビネー知能検査V・WISC・ 皿知能検査など)。

しか し、入学前に発達診断検査 を実施す ることに困難があるため、入学相談の実施の工夫

や、中学校時の関連機関等 との連携 など、学校や地域の実情 に応 じて実態把握 してい く機会

を設 ける等の工夫が必要である。
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A.生 徒の類型の決定は、学校が最終的に行いますが、生徒本人や保護者のニーズや要望等を聞き取る

機会や、各類型の指導内容を説明する機会などを十分に確保 し、保護者㍉ 本人が納得 した類型決定に

していく必要があります。

(4)類 型の変更について

認 可された学級数 の中で学級編成を行ってい く必要が あるため、生徒の人数調整は、適正

かつ慎重に行 わなければならない。

ア1年 次から教育課程 を類型化す る場合

1年 次からの類型 を選択す る場合、入学相談における説明、生徒 ・保護者の希望の聞き取

り、実態把握 に一1一分配慮 しなければな らない。 しかし、1年 間の学校 生活 の中で、類型選択

を見直す必要 もあることを考慮 してい く必要がある。

イ2年 次から教育課程を類型化す る場合

前述 した ように、教育課程の類型に よる指導は、3年 間継続 した指導が望 ましい。 したが

って、2年 次か ら類型 を実施す る場合には変更の必要が生 じないよ うに、1年 次には、生徒

の実態や保護者 の要望を把握す るとともに、個別面談等で類型 ごとの教育 内容の説明を十分

に行 っていくことが重要である。

(5)指 導上の配慮事項

ア 生徒間交流の充実

類型が異なる生徒問の交流等の機会 が不足す ることのないよ うに配慮す る必要がある。そ

のためにも、学年集会、移動教室等の特別活動等を積極的に活用 してい くことが大切である。

イ ホームルーム活動の充寅

ホームルーム活動では、生徒の障害の状態や特性等を考慮 しなが ら、生徒の経験を広 める

機会 とす るとともに、積極的な態度を養い、社会性や豊かな人間性 を育む必要がある、

ウ 特別教室等の使用の工夫

同学年 に複数の時間割が存在す ることにな り、特別教室の使用な ど、十分な教育環境を用

意するように配慮す ることが必要である。
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5類 型の実践例

A類 型 B類 型

身 辺 処 理 で は 、一 対 一 対応 で 、 身辺処理では、衣服の着脱や入 身辺 処 理 で は 、自立 して い る,

生 声かけ等の援助が常に必要であ 浴 が 一一人 で で き るが 、身 だ しな み 指示理解はできるが、意思表示

徒 る。内 言語 は あ る ものの 、発 語 や へ の気 配 りは で き ない 。 ク ラス 等 が消極的な生徒が多い。一人で

の 語いが少なく、発音が不明瞭であ の小集団の中で、きまりを守って 交通機関を利用 して移動ができ

実 る。移動には、声かけが必要であ 行 動 で き る。 社 会 生 活 年齢 吉は 、7 る。社会生活年齢吉では、9歳

態 る。社会生活年齢晋は、6歳 以下 歳4か 月 ～11歳2か 月 の 生 徒 で あ 10か 月 ～]3歳 の生 徒 で あ る。

の 生 徒 で あ る。 る 。

・身辺自立を図り、清潔に配慮す ・自分 の こ とは 自分 でや る とい う ・自己の役割、責任 を果たす責

学 る意識を育てる。 気持ちを育てる。 任感と忍耐力を育てる。

級 ・友 達 との か か わ りを もち 、互 い ・係や自分の役割を果たす責任感 ・どん な こ とに も前 向 き に取 り

目 に思いやる気持ちを育てる。 を養 う。 組む気持ちを育てる。

標 ・時 間 を意 識 し、一 日を 見通 して
・様 存 な 活 動 を 通 して

、人 と かか
・毎 日の日課をや り抜 く丈夫な

行動するカを育てる。 わ るカ を育 て る。 身 体 を養 う。

・着 替 え ・係 活 動 ・係 活 動

指 ・教室清掃 ・ニ ユ ー ス 調 べ ・新聞記事の切り抜 き、学級新

導 ・紙 の リサ イ クル(用 紙 の選 別 〉 ・果 物 の 皮 む き
、 洗 濯 聞の作成

内 ・裂 き織 等 ・教室の清掃活動 ・縫 い 物 、 刺 し子

容 ・買い 物 学 習 ・特別教室の清掃活動

・筋 力 トレー ニ ング 等 ・金銭管理 等

・教室移動では、事前に場所や活 ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 面 で は 、 大 ・共通の題材にっいて話 し合 う

指 動内容を説明しておくことで、 きな声で話すなど、自信をもっ 場面が設定でき、生徒同士の

導 時間やチャイムを意識できる て自己表現できるようになっ 意見交換を通して、自分のこ

の よ うに な り、ス ムー ズ に 教 室 移 た。また、生徒同士で話す話題 とや友達のことを思いやる気

成 動 がで き る よ うに な った。 が広 が った 。 持 ち が育 った。

果 ・今まで支援を受けることが多い ・連絡帳の記入では、使用する漢 ・新 聞 の 切 り抜 きで は 、 自分 が

生徒であったが、更衣や給食な 字 が多 くな り、 字 もバ ラ ン ス よ 興味あるものを切 り抜 くだけ

ど、日常生活の中で協力して活 く丁 寧 に書 け る よ うに な っ た、 であったが、友達同士の会話

動する場面が増えるとともに、 ・学 級 の 中で 、 今 ま で経 験 した こ やや り取 りの中で、本文の内

学級の中でライバル意識が育 とがない係に取 り組めるように 容を読み取るようになった。

っ た 。 な っ た 。 ・清掃活動では、友達 と協力し

・清掃活動では、ほ うきや雑巾 ・清掃活動では、清掃の手順や方 て清掃する力溺育ち、役割分

を両手で使えるようにな り、す 法に慣れ、積極的に取 り組める 担等を生徒同士で決めて、取

べ り拭きや雑 巾絞 りができる よ うに な った 。 り組 め る よ うに な っ た,

よ うに な っ た。

*社 会生活年齢は、S-M杜 会生活能力検査による。
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6教 育課程の類型の実施のスケ ジュール 日程、手1順

(1)類 型の実施のスケジュール

(1)類 型実施 のための検 討作業

婁囑

教

育

課

(5)指 導部との相談

ζ

類型案

亜
〔 鱒 部と相談, ♪

程

の

編
(6)教 育課程 の事前 相談(指 導部)

成
◇

(7)類 型の 申請(指 導部)

[』〉唾 司◇〔許司

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

叫月

①教育課程類型化の意義について確認
②生徒の実態と学枝の現状の問題点の把握
③現状についての問題点の洗いだし
④類型化の具体的内容について検討
⑤保護者への説明

グランド、教室調 整

指 導体制など

類型化について
保護者へ説明

1新 入生入学説職1

1(一 個人面談}_一 一_ノ)

1事 前相談"1

1
lI

1駆 配布

1願 書提出 鯛翻 拙 1
入学相談会議

入 学 相 談,

6護 者へのi直)
隙 型所属案 〉 ～ 1

II

1入 学説明会/入 学予定者発表1
II

l担 任決定/学 級徹1

巣

生
徒

・
保

護
者

へ
の
説

明
等

の
流
れ

ρ Q教 育委員会への類型の申請には、どのような項目が必要ですか?

A類 型の申請には、①類型設定の理由 ②類型を設定することによる教育的

効果 ③類型ごとの具体的な教育課程 ④類型を設定することによる課題 と

その解決策等を明記 してお く必要があります。
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(2>類 型の実施の手順

ア 類型実施のための検討作業

① 教育課程の類型化の意義について確認

類型実施のためには、校長を中心に教育課程の編成に関す る学校の碁本方針 を明確 にし、

教職員全体が共通理解 を図れるようにする。具体的には類型化を進めていく上での組織を確

立し、その組織(教 務部や教育課程委員会)が 中心となって、類型化の意義 について素案をまと

め、学部及び学校全体で共通理解していく。

② 生徒の実態と学校の現状の闇題点の把握

生徒の障害の状態及び発達段階や特性を把握するとともに、地域や学校の実態を把握する。

その際、本人や保護者、地域住民や各関連機関等へのアンケート等を参考 に学習ニーズや意

向等を把握できるように留意する。また、実施中の教育課程を評価し、その改善点を明確にした

上で現状を整理する。

③ 現状についての問題点の把握

類型化導入に当たって、学校の指導体制、施設・設備を踏まえて問題点を把握する。

④ 類型化の具体的内容 について検討

②③を踏まえながら、生徒の障害の状態及び能力 ・適性 ・興味 ・関心、また進路希望等 に

応 じた適切な教育を行 うことができるよ うに類型 ごとの具体的内容 を検討する。学校として

重点を置くべき指導内容について教員の専門性、提携関連機 関等を考慮しながら内容を検討す

る。

⑤ 保護者への説明

在校生の保護者には、早い時期から類型化に関す る情報 を提供 しながら学校 と しての方

向性を具体的に提示 し、保護者 の要望 ・意見等 を把握す る。

イ 週時程の作成

① 指導内容の選択

各類型の 目標 を明確 に し、それを達成できるような領域 ・教科の内容を充実 させ る。各

類型の中で重点を置 くべ き指導内容 を明確 にし、生徒 の障害の状態や能力 ・適性 を十分に

把握 した上で教員の専門性、学校 の施設設備等 も踏まえ、類型のね らいを達成する教科等

の設定及び指導内容を検討す る。

② 指導内容の配列

発展的 ・系統的な指導ができるように指導内容 を配列するとともに、類型の各教科の指

導内容について教科間の関連を図ってい く。

③ 授業時数の配当

類型のね らいに応 じて教科等の年間授業時数 を定め、週当た りの授業時数 を決定す る。

この際、普通学級 における教育課程の類型は、3年 間で630単 位 時間以上(3年 間で週 当

た り18単 位時間以上)の 違 いを設けるようにす る。

ウ 週時程の調整

特別教室やグラウン ドの調整等、全校的な視野に立って調整 を行 う。そのため、この時

期 までに来年度の小 ・中学部の週時程 を作成 し、調整作業ができる状態に してお く。また、
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類型化実施 につ いて全校で一斉に進めるべきか、学年進行で進めるのかについて も早い時

期に決定 をしてお く。

工 類型案の決定

教育課程 の編成にかかわる基礎作業として、教育 目標、教育方針 、各領域 ・教科の内容 ・

配当時数について素案を作成す る。

オ 指導部 との相談

類型案について具体的に相談をする。

・ 類型設定の理由

・ 類型を設定することによる教育的効果

・ 類型ごとの具体的な教育課程

・ 類型を設定す ることによる課題 とその解決策等

指導部の指導 ・助言 を受けて校内で検討す る。

力 教育課程 の事前相談

類型の申請書(Qを 参照)、 教育課程編成案 を作成 し相談する。

キ 類型申請書提出

ク 教育課程の届出

類型ごとに教育課程届を作成 し届け出る。

ケ その他

類型化の実施に当た り、入学予定者やその保護者 に対 し、学校説明会等において具体的

な類型案や、各類型における教育課程のね らい、指導方針、指導内容について も詳 しく説

明 してお く。

また、中学校や養護学校に対 して も類型化の主 旨を明確 にして、実施 について理解を図

っておくことが大切である。

4)Q・ 在校生の聯 及び瀞 定者一の類型醐 はどの・うにしたらよいのですか・

A.在 校生の保護者には、PTA役 員会、全体保護者会等で説明をしていきます。入学予定者への

説明は、関係学校等を通 して事前に類型化の実施について説明しておくことが大切です。また、

入学説明会等で詳細に説明しておくこと力状 切です。

@Q瀕 型ごとの活動蹴 酬 異な磁 同士の交流㈱ 、なってしまうのでは凝 し
ょうか?

A.類 型が異なる生徒同士の交流は、豊かな人間性を育てるうえで重要です。学年集会や移動教

室等の特別活動等で工夫して、学部 ・学年で活動する機会を確保 していくことが大切です、
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W類 型のモデル

1類 型の種類

OA類 型 … 身辺 自立 とコミュニケーシ ョン能力の獲得、健康 ・体力の増進、身体機能の

向上を 目指 し、 日常生活の指導、生活単元学習、 自立活動等 を中心に指導を行

う。

各領域 ・教科においては、少人数でのきめ細かな指導 を行い、具体的に実生

活 に生かせるようにす る。

OB類 型 … 福祉就労、企業就労を 目指 し、作業学習、各教科、生活単元学習等を中心 に

指導を行 う。

各領域 ・教科においては、幅広い知識、技能を身に付 けるようにする。

また、社会 自立のために必要な個別の課題を明確に して学習をすすめるよう

にす る。

OC類 型 … 働 く力を身 に付けることを目指 し、作業学習や教科 「職業」等 を中心に指導

を行 う。多様 な就業体験を実施 し、体験→学習→体験のフィー ドバ ックを行い

なが ら、職業 自立できるよ うにす る。また、選択教科 「英語」、 「情報」を取 り

入れ、社会生浩、職業生活に活用できる学習をすすめ、学校か ら社会への移行

をスムーズに行 えるよ うにす る。

2各 類型週時程

A類 型(生 活コース) B類 型(基 礎コース)

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

1

35分
日常生活 日常生活 日常生活 日常生活 日常生活 1 日常生活

35分
日常生活 日常生活 日常生活 日常生活

2

50分
自立活動 自立活動 自立活動 自立活動 自立活動

2 国語

50分
数学 体育 作業 数学

3

50分
作業 国語 美術 作業 生活単元 3 生活単元

50分
国語 音楽 作業 美術

4

50分
作業 数学 美術 作業 生活単元 4 生活単元

50分
生活単元 音楽 作業 美術

給食 給食

5

50分
生活単元 音楽 LHR 生活単元 体育 5職 業 家庭LHR

50分
作業 体育

6

50分
生活単元 音楽

日常生活
生活単元 総合 6体 育 家庭

50分

日常生活
作業 総合

7

25分
日常生活 日常生活 日常生活 日常生活 7 日常生活 日常生活

25分
日常生活 日常生活

注)週 時程、各類型 の週 当た りの単位 時間数 にある教科 ・領域等名は、以下のよ うに表記す る。

・保健 体育:体 育 ・日常生活の指導=日 常生活 ・生活単元学習:生 活単元 ・作業学習:作 業

・ホームルー ム活動:LHR・ 総合的 な学習の時間:総 合
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C類 型(職 業コース1・3年 次)

月 火 水 木 金

15分 日常生活 日常生活 日常生活 日常生活 日常生活

1

30分
作業 道徳 数学 作業 国語

2

50分
作業 情報 国語 作業 数学

3

50分
作業 英語 家庭 作業 職業

4

50分
作業 体育 家庭 作業 音楽

給食

5

50分
作業 美術 LHR 作業 体育

6

50分
作業 美術

日常生活
作業 総合

15分 日常生活 日常生活 日常生活 日常生活

C類 型(職 業コース2年 次)

月 火 水 木 金

15分 日常生活 日常生活 日常生活 日常生活 日常生活

1

30分
道徳 作業 職業 数学 国語

2

50分
情報 作業 職業

〔就業体験)
国語 数学

3

50分
美術 作業 職業

(就業体験}
英語 音楽

4

50分
美術 作業 職業

(就業体験)
体育 理科

給食

5

50分
職業 作業 LHR 家庭 社会

6

50分
体育 作業

日常生活
家庭 総合

15分 日常生活 日常生活 日常生活 日常生活

3各 類型の週当た りの単位時間数(1単 位時間50分)

年間授業時数・類型間の差

1年 2年 3年 総時数 特化差

A B C A B C A B C

I

A B C A-B B-C

国語 1 2 1.6 1 2 1.6 1 2 1.6

■

3
■

6 4.8 3 12

社会 1 1 1

数学 1 2 1.6 1 2 16 1 2 1.6

1

3 6 4.8 3 t2

理科 1

1

■

1 1

音楽 2 2 1 2 2 ゴ 2 2 1 6 6 3 3

美術 2 2 2 2 2 2 2 2 2

■

6 6 6

保健体育 1 3 2 1 3 2 1 3 2

1

3 9 6 6 3

職業 1 1 1 4.6 1 ↑

■

3 6.8 3 3.8

家庭 2 2 2 2 2 2

■

6 6 6

英語 1 1 1

1

3 3

情報 1 1 1

1

3 3

日常生活 6 6 3 6 6 3 6 6 3 18 18

　

9 9

生活単元 6 3 6 3 6 3

■

18 9 9 9

作業学習 4 5 11.2 4 5 5.6 4 5 11.2

1

12 15 28 3 13

道徳 0.6 0.6 0.6 t8 1B

HR活 動 1 ↑ 1 1 1 1 1 1 1

1

3 3 3

自立活動 5 5 5

■

15 15

総合 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1

3 3 3

言+1301303013013030130130[3011901909。14853

一86一



4類 型設定の配慮事項

類型のモデルは、以下のような点を配慮 して作成 した。

(1)各 類型の共通事項
・各類型が同 じ単位時間、区切 りの休み時間等が同 じになるように、時間の流れに配慮 し

てい る。
・ホームルー ム活動、総合的な学習の時間の週時程の設定は、同 じ曜 日の同 じ時間にす る

ことで、学年や類型 を超 えた生徒相互交流等の活動ができるよ うに している。

(2)A類 型の教育課程
・日常生活の指導は、朝に35分 、帰 りに25分 設定 し、衣服の着脱、排せつ等の基本的な

生活習慣が確立できるように している。
・自立活動は、毎 日、帯状 に設定 し、生徒 の障害に応 じて、系統的に指導 できるように し

てい る。
・2時 間続 きの授業 を多 くし、生徒が見通 しをもって、自主的に学習活動 ができるよ うに

している。
・生活単元学習は、4単 位時間設定 し、自立的な生活に必要な交通機関の利用等における

マナー等を、総合的に学習できるよ うに している。

(3)B類 型の教育課程
・日常生活の指導は、朝に35分 、帰 りに25分 設定 し、あいさつ、言葉遣い、礼儀作法、

きま りを守 る等の生活態度 などを指導できるように している。

・作業学習は、5単 位時間(週1日)設 定 し、働 く意欲 を培い、主体的に働 く態度等を育成

できるように している。
・生活単元学習は

、3単 位時間設定 し、英語や情報の基礎、社会体験学習等ができるよ う

に している。
・美術、音楽、家庭科は、2時 間続きに し、生徒が見通 しをもって、 自主的に学習活動が

できるように している。

(4)C類 型の教育課程
・日常生活の指導は、朝 ・帰 りに15分 ずつ設定 し、一 日の予定の指導など、集団生活を

する上で必要な内容や、健康管理の工夫等 を指導 できるように している。
・1・3年 次 においては

、作業学習の指導時間を11.2時 間(週2日)設 定 し、将来の職業生

活に活用できる力等を育成できるよ うに してい る。
・2年 次においては、就業体験 を行 うために、職業の時間を5時 間設定 している。特に、

水曜 日に4時 間続 きの職業を設定 し、企業 と連携 して、企業の中で就業体験を行えるよ

うに している。
・2年 次においては、社会、理科 を設定 し、社会の様子や 自然の仕組み、働 きについて理

解を深めるよ うに している。
・英語では、アルファベ ッ トや基礎的な英単語等の理解、簡単な英語によるコミュニケー

ションの習得、情報では、 コンピュータな どの操作 を身に付 けさせ、将来の職業生活に

生かせ るよ うに している。

・道徳の指導時間を、0.6単 位時間設定 し、道徳的心情、道徳的判断力、道徳的実践意欲

と態度な どを養 うように している。

・美術、家庭は、2時 間続 きに し、生徒が見通 しをもって、 自主的に学習活動ができるよ

うにしてい る。
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V今 後の課題

知的障害養護学校高等部の教育課程の類型化の実践は、2年 目とな り、その成果 と課題 が少

しずつ明 らかにな りつつある。 また、新たに類型化の実施を検討 している学校 もあ り、本部会

における、類型化 の意義や配慮事項、類型化の実施 に向けてのスケジュールや、教育課程の類

型モデル等の研究は、今後、教育課程の類型化 を推進 していく上で貴重な資料 となってい くと

確信 してい る。

さらに、平成16年11月25日 に、東京都特別支援教育推進計画が示 され、その計画の一っで

ある 「知的障害が軽い生徒 を対象 とした養護学校 高等部」における、教育課程 の編成の研究に

おいて も、本研究は重要な意義があった と考えている。また、類型化は、障害が軽度の生徒の

指導の充実ばか りではなく、障害が重度の生徒の指導の改善 ・充実にな ることを、今回の研究

で改めて再確認す ることができた。

今後、教育課程の類型化 を推進 してい く」二で、下記の課題 をさらに実践的に研究 していく必

要がある。

・ 職業 自立を 目指す類型における企業等 と連携 した教育内容の開発

・ 集団 ・社会参加を 目指す類型にお ける自立活動 の指導内容の開発

・ 類型化 をよ り効果的に進めるための教育環境の工夫

・ 障害特性(自 閉症の生徒等)に 応 じた教育課程の検討 と類型化の在 り方

これ らの課題解決に当たっては、すべての条件を整 えてから取 り組むのではなく、生徒一人

一人の教育的なニーズ等に速やかに対応 しなが ら
、 日々の実践 を通 して、その方策を明 らかに

していくことが重要である。
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